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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 29日 (2006.8.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 　 【 請 求 項 １ 】

(１ )前 記 開 口 蓋 の 開 口 は 継 手 内 に 遊
挿 さ れ た 鉄 筋 と の 間 の 間 隙 が 小 さ い 直 径 の 円 孔 で あ り (２ )継 手 を あ る 一 つ の 直 径 を 含 む 仮
想 平 面 で 縦 断 し た と き の 二 つ の 縦 断 半 部 の 継 手 長
手 方 向 中 央 を 境 と す る 両 横 断 半 部 に 共 に 設 け ら れ て お り （ ３ ） 前 記 支 持 突 起 は 継 手 の 長 手
方 向 に 伸 び か つ 前 記 縦 断 仮 想 平 面 に 垂 直 な 薄 肉 突 起 で 、 そ の 稜 線 が 最 高 点 を 頂 点 と し て 開
口 蓋 方 向 と 継 手 中 央 方 向 と に ゆ る や か に ほ ぼ 対 称 的 に 裾 を 引 く 山 形 の 突 起 で あ り

こ と を 特 徴 と す る モ ル タ ル 充 填 式 鉄 筋 継 手 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ 】

　 　 　 【 請 求 項 ３ 】

　 　 　 【 請 求 項 ４ 】

　 　 　 【 請 求 項 ５ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

細 長 い 中 空 筒 体 よ り な り そ の 両 端 に 開 口 蓋 、 そ の 内 壁 面 上 に 支 持 突 起
が 設 け ら れ て い る モ ル タ ル 充 填 式 鉄 筋 継 手 で あ っ て 、

片 方 に 支 持 突 起 が 設 け ら れ る と と も に 、

（ ４ ） 前
記 支 持 突 起 頂 点 の 継 手 軸 芯 か ら の 距 離 は 前 記 円 孔 半 径 に ほ ぼ 等 し く (５ )前 記 一 つ の 横 断 半
部 に つ き ２ 個 平 行 し て 設 け ら れ た 支 持 突 起 の 頂 点 間 の 間 隔 は 前 記 開 口 蓋 円 孔 の 直 径 よ り 小
さ い

細 長 い 中 空 筒 体 よ り な り そ の 両 端 に 開 口 蓋 、 そ の 内 壁 面 上 に 支 持 突 起
が 設 け ら れ て い る モ ル タ ル 充 填 式 鉄 筋 継 手 で あ っ て 、 (１ )前 記 開 口 蓋 の 開 口 は 継 手 内 に 遊
挿 さ れ た 鉄 筋 と の 間 の 間 隙 が 小 さ い 直 径 の 円 孔 で あ り (２ )継 手 を あ る 一 つ の 直 径 を 含 む 仮
想 平 面 で 縦 断 し た と き の 二 つ の 縦 断 半 部 の 双 方 に 支 持 突 起 が 設 け ら れ る と と も に 、 こ れ ら
は 継 手 長 手 方 向 中 央 を 境 と す る 両 横 断 半 部 に 共 に 設 け ら れ て お り （ ３ ） 前 記 支 持 突 起 は 継
手 の 長 手 方 向 に 伸 び か つ 前 記 縦 断 仮 想 平 面 に 垂 直 な 薄 肉 突 起 で 、 そ の 稜 線 が 最 高 点 を 頂 点
と し て 開 口 蓋 方 向 と 継 手 中 央 方 向 と に ゆ る や か に ほ ぼ 対 称 的 に 裾 を 引 く 山 形 の 突 起 で あ り
（ ４ ） 前 記 支 持 突 起 頂 点 の 継 手 軸 芯 か ら の 距 離 は 前 記 円 孔 半 径 に ほ ぼ 等 し く (５ )前 記 一 つ
の 横 断 半 部 に つ き ２ 個 平 行 し て 設 け ら れ た 支 持 突 起 の 頂 点 間 の 間 隔 は 前 記 開 口 蓋 円 孔 の 直
径 よ り 小 さ い こ と を 特 徴 と す る モ ル タ ル 充 填 式 鉄 筋 継 手 。

前 記 横 断 半 部 毎 に ２ 個 平 行 し て 設 け ら れ て い る 支 持 突 起 の 稜 線 が そ の
頂 点 を 中 心 と し て 開 口 蓋 方 向 お よ び 継 手 中 央 方 向 に 向 か っ て そ れ ぞ れ ハ の 字 形 に 広 が っ た
形 状 を な し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ の 何 れ か に 記 載 の モ ル タ ル 充 填 式 鉄 筋
継 手 。

前 記 平 行 支 持 突 起 の 稜 線 面 が 内 側 に 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ な い し ３ の 何 れ か に 記 載 の モ ル タ ル 充 填 式 鉄 筋 継 手 。

前 記 縦 断 半 部 の 他 方 の 側 壁 に ボ ル ト 孔 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の モ ル タ ル 充 填 式 鉄 筋 継 手 。



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】 　
　 　 【 発 明 の 開 示 】 本 発 明 は 、

(１ )前 記 開 口 蓋 の 開 口 は
継 手 内 に 遊 挿 さ れ た 鉄 筋 と の 間 の 間 隙 が 小 さ い 直 径 の 円 孔 で あ り (２ )継 手 を あ る 一 つ の 直
径 を 含 む 仮 想 平 面 で 縦 断 し た と き の 二 つ の 縦 断 半 部 の 片 方 に 支 持 突 起 が

、 こ れ ら は 継 手 長 手 方 向 中 央 を 境 と す る 両 横 断 半 部 に 共 に 設 け ら れ て お り
（ ３ ） 前 記 支 持 突 起 は 継 手 の 長 手 方 向 に 伸 び か つ 前 記 縦 断 仮 想 平 面 に 垂 直 な 薄 肉 突 起 で 、
そ の 稜 線 が 最 高 点 を 頂 点 と し て 開 口 蓋 方 向 と 継 手 中 央 方 向 と に ゆ る や か に ほ ぼ 対 称 的 に 裾
を 引 く 山 形 の 突 起 で あ り

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 継 手 を こ れ を 例 示 す る 図 面 に よ り 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） は 本 発 明 継 手 の 縦 断 図 で
あ り 同 （ ｂ ） は 横 断 図 で あ る 。 継 手 本 体 １ は 両 端 に 開 口 蓋 ２ を 有 し こ れ に は 鉄 筋 を 遊 挿 で
き る 円 孔 が 設 け ら れ て い る 。 継 手 を 一 つ の 直 径 を 含 む 仮 想 平 面 Ｘ － Ｘ で 縦 断 し て 縦 断 半
部 Ｇ ， Ｈ に 分 け た と き 、 一 方 の 縦 断 半 部 （ 図 で は 半 部 Ｇ ） に は ボ ル ト 螺 入 の た め の ボ ル ト
孔 ８ が 、 他 方 （ 図 で は Ｈ 半 部 ） に は 支 持 突 起 ５ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 継 手 内 壁 面 上 に
は 開 口 蓋 か ら あ る 深 さ に わ た り 環 状 突 起 ４ が 複 数 個 設 け ら れ て い る 。 こ の 環 状 突 起 は 硬 化
モ ル タ ル と 内 壁 面 と の 間 の 係 合 を 高 め て 継 手 の 接 合 性 能 を 増 強 す る 役 目 を す る 。 継 手 の 側
壁 に は モ ル タ ル 充 填 の 際 の 注 入 ま た は 排 出 に 利 用 さ れ る 注 入 口 ま た は 排 出 口 が 適 宜 設 け ら
れ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
継 手 両 端 開 口 か ら 遊 挿 さ れ た 一 対 の 鉄 筋 は 後 述 の よ う に 山 形 を な す 支 持 突 起 の 存 在 に よ り
容 易 に 継 手 と の 同 軸 関 係 が 達 成 で き る 。 そ し て 該
ボ ル ト 孔 か ら 螺 入 さ れ た ボ ル ト に よ り 一 つ の 横 断 半 部 ご と に 鉄 筋 が 支 持 突 起 の 頂 点 と 開 口
蓋 の 円 孔 の 縁 と に 押 し 付 け ら れ て 鉄 筋 の 継 手 へ の 固 定 が 行 わ れ る 。 こ の よ う な 作 用 が 発 現
で き る た め 、 円 孔 と 遊 挿 鉄 筋 と の 間 の 径 差 は で き る だ け 小 さ い こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 支
持 突 起 頂 点 の 継 手 軸 芯 か ら の 距 離 は 円 孔 半 径 に ほ ぼ 等 し く 、 支 持 突 起 頂 点 が 鉄 筋 を 抱 く こ
と が で き る よ う に 半 部 ご と に 存 在 す る ２ 個 の 平 行 す る 支 持 突 起 の 頂 点 間 の 間 隔 は 円 孔 径 （
実 質 的 に は 鉄 筋 径 ） よ り 小 さ く す る 。 さ ら に 、 抱 い た 鉄 筋 と の 抱 合 性 向 上 の た め 図 １ （ ｂ
） に 示 し た よ う に 稜 線 面 を 内 側 に 傾 斜 さ せ て お く こ と が 好 ま し い 。 鉄 筋 が 円 孔 縁 と 支 持 突
起 頂 点 に よ り 支 持 さ れ る こ と を 妨 げ な い よ う に 環 状 突 起 の 形 状 お よ び 位 置 が 選 ば れ る 。 　
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
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細 長 い 中 空 筒 体 よ り な り そ の 両 端 に 開 口 蓋 、 そ の 内 壁 面 上
に 支 持 突 起 が 設 け ら れ て い る モ ル タ ル 充 填 式 鉄 筋 継 手 で あ っ て 、

、 或 い は 双 方 設 け
ら れ る と と も に

（ ４ ） 前 記 支 持 突 起 頂 点 の 継 手 軸 芯 か ら の 距 離 は 前 記 円 孔 半 径 に
ほ ぼ 等 し く (５ )前 記 一 つ の 横 断 半 部 に つ き ２ 個 平 行 し て 設 け ら れ た 支 持 突 起 の 頂 点 間 の 間
隔 は 前 記 開 口 蓋 円 孔 の 直 径 よ り 小 さ い こ と を 特 徴 と す る モ ル タ ル 充 填 式 鉄 筋 継 手 で あ り 、
支 持 突 起 が 縦 断 半 部 の 片 方 の 場 合 は 、 他 方 の 側 壁 に ボ ル ト 孔 を 設 け て ボ ル ト 孔 か ら 螺 入 さ
れ た ボ ル ト に よ り 支 持 突 起 に 鉄 筋 を 仮 固 定 し て も よ い 。

３

他 方 の 側 壁 に ボ ル ト 孔 を 設 け た と き は 、



【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
支 持 突 起 の 作 用 は 、 そ の 稜 線 が 継 手 開 口 か ら 遊 挿 さ れ た 鉄 筋 を 継 手 に 同 軸 関 係 に 自 然 に ガ
イ ド す る 作 用 と 、 そ の 頂 点 が 螺 入 ボ ル ト に よ る 押 し 付
け の 支 持 台 と な っ て 鉄 筋 を 同 軸 関 係 を 保 っ た ま ま 継 手 に 固 定 す る 作 用 と の 二 つ の 作 用 を 持
つ 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
継 手 内 に モ ル タ ル を 注 入 充 填 す る 際 継 手 開 口 蓋 の 円 孔 と 遊 挿 鉄 筋 と の 間 の 間 隙 か ら モ ル タ
ル が 漏 洩 す る の で こ れ を シ ー ル す る 必 要 が あ る 。 図 ３ に シ ー ル 材 取 付 け 部 を 具 え た 継 手 を
示 す 。 シ ー ル 材 取 付 け 部 １ ０ は 継 手 本 体 １ の 開 口 蓋 ２ の 外 側 に 継 手 側 壁 を 延 長 し て 継 手 と
一 体 に 形 成 さ れ た 円 筒 形 の も の で 、 開 口 蓋 ２ が そ の 底 と な っ て い る 。 シ ー ル 材 は ゴ ム 製 等
の 円 筒 体 で そ の 中 心 に は 鉄 筋 挿 通 孔 が 通 常 継 手 両
端 に 設 け ら れ る が 片 方 の 端 に だ け 設 け て も よ い 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 面 の 簡 単 な 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】 本 発 明 モ ル タ ル 充 填 式 鉄 筋 継 手 を 例 示 す る 図 。 同 （ ａ ） 図 は 同 （ ｂ ） 図 Ｘ －
Ｘ 平 面 に 垂 直 な 平 面 で 縦 断 し た と き の 縦 断 図 。 同 （ ｂ ） 図 は Ｙ － Ｙ 面 で 縦 断 し た と き の 拡
大 横 断 図 。
　 　 【 図 ２ 】 支 持 突 起 の 配 列 状 況 を 例 示 す る 図 。
　 　 【 図 ３ 】 シ ー ル 材 取 付 け 部 を 例 示 す る 縦 断 部 分 図 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 　  １ 　 継 手 本 体
　 　  ２ 　 開 口 蓋
　 　  ３ 　 円 孔
　 　  ４ 　 環 状 突 起
　 　  ５ 　 支 持 突 起 。 付 記 号 Ａ お よ び Ｂ は そ れ ぞ れ Ａ 半 部 、 Ｂ 半 部 に 存 在 す る こ と を 示 す
。
　 　  ６ 　 頂 点 　 　 同 上
　 　  ７ 　 稜 線 　 　 同 上
　 　  ８ 　 ボ ル ト 孔
　 　  ９ 　 注 入 口 ま た は 排 出 口
　  １ ０ 　 シ ー ル 体 取 付 け 部
 Ｘ － Ｘ 　 縦 断 平 面
 Ｏ － Ｏ 　 継 手 中 央
 Ｙ － Ｙ 　 支 持 突 起 頂 点 ５ Ａ を 通 る 横 断 面
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側 壁 に ボ ル ト 孔 を 設 け た と き に は 、

設 け ら れ て い る 。 　 シ ー ル 材 取 付 け 部 は



 Ｇ ， Ｈ 　 縦 断 半 部
 Ａ ， Ｂ 　 横 断 半 部
　 　  Ｄ 　 支 持 突 起 頂 点 間 の 間 隔
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 図 ３ 】
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